子供の 病気 

—— 一 游亭 に- 



芥川龍之介 



ふく ごと きょくそう 

夏 目先 生 は 書の 幅 を 見る と、 独り 語の ように 「旭 窓 

らっかん きょくそうが いし 

だね」 と 云った。 落款 はなる ほど 旭 窓 外史だった。 自 

たんそ-つ 

分 は 先生に こう 云った。 「旭 窓 は 淡 窓の 孫でしょう。 

淡 窓の 子 は 何と 云いました かしら？」 先生 は 即座に 

むそう 

「夢 窓だろう」 と 答えた。 

—— すると 急に 目が さめた。 蚊帳の 中には 次の間に 

ともした 電燈の 光が さしこん でいた。 妻 は 二つになる 

男の子のお むつを 取り換えて いるら しかった。 子供 は 

もちろん 

勿論 泣きつ づけて いた。 自分 は そちらに 背 を 向けな が 

ら、 もう 一度 眠りに はいろう とした。 すると 妻が こう 

云った。 「いやよ。 多 加ち やん。 また 病気に なつち や 



あ」 自分 は 妻に 声をかけた。 「どうかした のか？」 「え 

え、 お腹が 少し 悪い ようなん です」 この 子供 は 長男に 

くら 

比べる と、 何 かに 病気 をし 勝ちだった。 それだけに 不 

安 も 感じれば、 反対に また 馴れつ このように 等閑に す 

る 気味 もないで はなかった。 「あした、 S さんに 見て 

頂けよ」 「ええ、 今夜 見て 頂こうと 思つ たんです けれ 

のち 

ども」 自分 は 子供の 泣き やんだ 後、 もとの ようにぐ つ 

すり 寝入って しまった。 

よくあさ 

翌朝 目 を さました 時に も、 夢の こと ははつ きり 覚え 

たんそう ひろせ たんそう きょくそう 

ていた。 淡 窓 は 広 瀬 淡 窓の 気 だ つ た。 しかし 旭 窓 だ 

むそう かくう 

の 夢 窓 だのと 云う の は 全然 架空の 人物ら しかった。 そ 



たし なん そ-つ 

う 云えば 確か 講釈師に 南 窓と 云う のがあった などと 

思った。 しかし 子供の 病気の こと は 余り 心に も かから 

なかった。 それが 多少 気になり 出した の は S さんから 

帰って来た 妻の 言葉 を 聞いた 時だった。 「やっぱり 消 

化 不良です つて。 先生 も 後 ほどい らっしゃ いますつ 

て」 妻 は 子供 を 横抱きに した まま、 怒った ように もの 

を 云った。 「熱 は？」 「七 度 六 分ば かり、 —— ゆうべ は 

ちっともな かったんです けれども」 自分 は 二階の 書斎 

あいかわらず 

へこ もり、 毎日の 仕事に とりかかった。 仕事 は 不相変 

涉 どらなかった。 が、 それ は 必ずしも 子供の 病気の せ 

いば かりではなかった。 その 中に、 庭木 を 鳴らしな が 



ら、 蒸 暑い 雨が 降り出した。 自分 は 書き かけの 小説 を 

しきし ま 

前に、 何 本 も 敷 島へ 火 を 移した。 

しんさつ 

S さん は 午前に 一 度、 日の 暮に 一 度 診察に 見えた。 

たかし せんちょう 

日の 暮には 多 加 志の 洗 腸 をした。 多 加 志 は 洗 腸され 

ながら、 まじま じ 電燈の 火 を 眺めて いた。 洗 腸の 液 は 

うすぐ ろ ねんえき 

しばらく すると、 淡 黒い 粘液 を さらい 出した。 自分 は 

病 を 見た ように 感じた。 「どうでしょう？ 先生」 

「何、 大した ことはありません。 ただ 氷 を 絶やさずに 

十分 頭を冷やして 下さい。 —— ああ、 それから 余りお 

あやしに ならん ように」 先生 はそう 云って 帰って 行つ 

た。 



けれども 翌朝の 多 加 志の 熱 は 九 度よりも 少し 高い く 

らいだった。 S さん はまた 午前中に 見え、 ゆうべの 洗 

腸 を 繰り返した。 自分 は その 手伝い をしながら、 きょ 

ねんえき 

うは 粘液の 少ない ようにと 思った。 しかし 便器 をぬ い 

てみ ると、 粘液 は ゆうべよりも ずっと 多かった。 それ 

を 見た 妻 は 誰に ともなし に、 「あんなに あります」 と 声 

を 挙げた。 その 声 は 年の 七つ も 若い 女学生に なった か 

と 思う くらい、 はしたない 調子 を 帯びた ものだった。 

自分 は 思わず S さんの 顔 を 見た。 「疫痢で はないで 

しょうか？」 「いや、 疫病じゃありません。 疫病 は 乳 離 

れを しない 内に は、 —— 」 S さん は 案外 落ち着い てい 



た。 

自分 は s さんの 帰った 後、 毎日の 仕事に とりかかつ 

た。 それ は 「サン ディ 毎日」 の 特別号に 載せる 小説 だつ 

しめき 

た。 しかも 原稿の 締切り は あしたの 朝に 迫って いた。 

きのり 

自分 は 気 乗の しないの を、 無理に ぺ ン だけ 動かし つづ 

けた。 けれども 多 加 志の 泣き声 はと かく 神経に さわり 

勝ち だ つ た。 のみならず 多 加 志が 泣き やんだ と 思う と、 

今度 は 二 つ 年上の 比 呂志も 思い切り、 大声に 泣き出し 

たりした。 

神経に さわる こと は それば かりではなかった。 午後 

くめん 

に は 見知らない 青年が 一 人、 金の 工面 を 頼みに 来た。 



「僕 は 筋肉労働 者です が、 C 先生から 先生に 紹介状 を 

貰いました から」 青年 は 無骨そう にこう 云った。 自分 

がまぐち 

は 現在 蟇 口に 二三 円し かなかった から、 不用の 書物 を 

二 冊 渡し、 これ を 金に 換え 給えと 云った。 青年 は 書物 

を 受け取る と、 丹念に 奥 附を検 ベ 出した。 「この 本 は 

非売品と 書いて あります ね。 非売品で も 金になります 

なさけ 

か？」 自分 は 情ない 心 もちに なった。 が、 とにかく 売 

れる はず だと 答えた。 「そうです か？ じ や 失敬し ま 

ぁリ がと 

す。」 青年 はた だ 疑わし そうに、 難 有う とも 何とも 云わ 

ずに 帰 つて ラ つた。 

S さん は 曰の 暮 にも 洗 湯 をした。 今度 は 粘液 もずつ 



と 減って いた。 「ああ、 今晩は 少 のう ございま すね」 手 

洗いの 湯 をす すめに 来た 母 は ほとんど 手柄顔に こう 

云った。 自分 も 安心 をし なかった にしろ、 安心に 近い 

寛ぎ を 感じた。 それに は 粘液の 多少の ほかに も、 多 

加 志の 顔色 や 挙動な どの ふだんに 変らない せい も あつ 

たのだった。 「あした は 多分 熱が 下る でしよう。 幸い 

吐き気 も 来ない ようです から」 S さん は 母に 答えな が 

ら、 満足そう に 手 を 洗って いた。 

よくあさ おば ま 

翌朝 自分の 眼 を さました 時、 伯 # はもう 次の間に 自 

分の 蚊帳 を 畳んで いた。 それが 蚊帳の 環 を 鳴らしな が 

ら、 「多 加 ちゃんが」 何とか 云ったら しかった。 まだ 頭 



のぼん やりして いた 自分 は 「多 加 志が？」 とかい 加減 

に 問い返した。 「多 加 ちゃんが 悪 いんだよ。 入院 させ 

なければ ならな いんだと さ」 自分 は 床の 上に 起き直つ 

た。 きのうの きょうだ けに 意外な 気がした。 「s さん 

は？」 「先生 ももう 来て いらっしゃ るんだ よ、 さあさあ 

早くお 起きなさい」 伯母 は 感情 を 隠す ように、 妙に か 

たくな な 顔 をして いた。 自分 はすぐ に 顔 を 洗いに 行つ 

た。 不相変 雲の かぶ さった、 気色の 悪い 天気だった。 

ふ ろ ぱ ておけ やま ゅリ むぞうさ ほう 

風呂場の 手桶に は 山 百合が 二 本、 無造作に ただ 抛リこ 

ん であった。 何だか その 匂 や 褐色の 花粉が べたべた 

皮膚に くつ つきそうな 気がした。 



多 加 志 はたった 一晩のう ちに、 すっかり 眼が 窪んで 

いた。 今朝 妻が 抱き起そう とすると、 頭 を 仰向けに 垂 

らした まま、 白い物 を 吐いた とか 云う ことだった。 

欠伸ば かりして いるの もい けない らしかった。 自分 は 

急に いじらしい 気がした。 同時に また 無気味な 心 もち 

もくねん しきし ま くわ 

もした。 S さん は 子供の 枕 もとに 黙然と 敷 島を啣 えて 

いた。 それが 自分の 顔 を 見る と、 「ちとお 話したい こ 

とがあります から」 と 云った。 自分 は S さん を 二階に 

はさ 

招 じ、 火の ない 火鉢 を さし 挟んで 坐った。 「生命に 危 

険 はない と 思います が」 S さん はそう 口 を 切った。 多 

加 志 は S さんの 言葉 によれば、 すっかり 腸 胃 を 壊して 



あいだ だんじき 

いた。 この 上 はた だ 二三 日の 間、 断食 をさせる ほか 

に 仕 かたはなかった。 「それに は 入院お させに なった 

方が 便利で はない かと 思 うんです」 自分 は 多 加 志の 

ようだい あやう 

容体 は S さんの 云って いるよりも、 ずっと 危 いので 

はない かと 思った。 あるいはもう 入院 させても、 手 遅 

れ なので はない かと も 思った。 しかし もとより そんな 

ことに こだわって いるべき 場合ではなかった。 自分 は 

早速 S さんに 入院の 運び を 願う ことにした。 「じ や U 

病院に しましょう。 近いだ けで も 便利です から」 S さ 

んは すすめられた 茶 も 飲まずに、 U 病院へ 電話 を かけ 

に 行った。 自分 は その 間に 妻 を 呼び、 伯母に も 病院へ 



四 人の 客 は 五 人に なった。 五 人目の 客 は 年の 若い 

仏蘭西 文学の 研究者だった。 自分 はこの 客と 入れ違い 

ま ようす うかが 

に、 茶の間の 容子を 窺いに 行った。 するともう 支度 

きぶと 

の 出来た 伯母 は 着 肥った 子供 を 抱きながら、 縁側 を あ 

ち こち 歩いて いた。 自分 は 色の 悪い 多 加 志の 額 t へ、 

くちびる ほ て 

そっと 唇 を 押しつけて 見た。 額 はかなり 火照って い 

た。 しおむ きも ぴくぴく動 いていた。 「車 は？」 自分 

は 小声に ほかの こと を 云った。 「車？ 車 はもう 来て 

います」 伯母 は なぜか 他人の ように、 叮嚀な 言葉 を 使つ 

ていた。 そこへ 着物 を更 めた 妻 も 羽根 布団 や バス 

ケット を 運んで 来た。 「では 行って 参ります」 妻は自 



ザック にしろ サンドに しろ、 後半の 作家より は 偉いで 

すね」 客 は 自分 ははつ きり 覚えて いる。 客 は 熱心 

にこう 云って いた。 

午後に も 客 は 絶えなかった。 自分 はやつ と 日の 暮に 

病院へ 出かける 時間 を 得た。 曇天 はいつ か 雨に なって 

あしだ 

いた。 自分 は 着物 を 着換えながら、 女中に 足駄 を 出す 

ようにと 云った。 そこへ 大阪の N 君が 原稿 を 貰いに 顔 

ながぐつ がいとう 

を 出した。 N 君 は 泥 まみれの 長靴 を はき、 外套に 雨の 

あと 

痕を 光らせて いた。 自分 は 玄関に 出迎えた まま、 これ 

これの 事情の あつたた めに、 何も 書け なかった と 云う 

ことわ 

断り を 述べた。 N 君 は 自分に 同情した。 「じ や 今度 は 



あきらめます」 とも 云った。 自分 は 何だか N 君の 同情 

を 強いた ような 心 もちが した。 同時に 化の ゆい 口実に 

ひんし 

瀕死の 子供 を 使った ような 気がした。 

N 君の 帰った か 帰らない のに、 伯母 も 病院から 帰つ 

て 来た。 多 加 志 は 伯母の 話に よれば、 その後 も 二度ば 

かり 乳 を 吐いた。 しかし 幸い 脳に だけ は 異状 も 来ずに 

いるら しかった。 伯母 はま だ このほかに 看護婦 は 気 立 

とま 

ての 善 さそうな こと、 今夜 は 病院へ 妻の 母が 泊り に 来 

て くれる ことな ど を 話した。 「多 加 ちゃんが あすこへ 

すぐ ひとたば 

はいると 直に、 日曜 学校の 生徒から だって、 花 を 一束 

貰った でしよう。 さあ、 お 花 だけに い やな 気が してね」 



すよ。 あした はきつ と 熱が 下ります よ」 「御 祖師 様の 

御利益で でしよう？」 妻 は 母 を ひやかした。 しかし 

ほ けき よ う 

法華経 信者 の 母 は 妻の 言葉 も 聞え な いように、 悪い 熱 

とが 

を さます つもり か、 一 生 懸命に 口 を 尖らせ、 ふうふう 

多 加 志の 頭 を 吹いた。 

X X 

X 

多 加 志 はやつ と 死なずに すんだ。 自分 は 彼の 小康 を 

得た 時、 入院 前後の 消息 を 小品 にしたい と 思った こ 



とが ある。 けれども うっかりそう 云う もの を 作る と、 

また 病気が ぶり 返しそう な、 迷信 じみた 心 もちが した。 

そのために とうとう 書かずに しまった。 今 は 多 加 志 も 

庭木に 吊った ハム モック の 中に 眠って いる。 自分 は 原 

稿 を 頼まれた の を 機会に、 とりあえず この 話 を 書いて 

見る ことにした。 読者に はむしろ 迷惑 かも 知れない。 

(大正 十二 年 七月) 
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